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【手続補正書】
【提出日】平成27年9月2日(2015.9.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板上に機能層形成用塗工液を塗布して機能層を形成する機能層形成工程を有する機能
性素子の製造方法であって、
　前記機能層は、線状の細線部と、前記細線部の幅より幅広の領域である広面積領域とを
有し、
　前記広面積領域は、前記細線部の幅と同等の幅を有する複数の広面積領域構成細線によ
り構成され、
　前記複数の広面積領域構成細線は、それぞれが連結し、かつ前記細線部とも結合してお
り、
　前記複数の広面積領域構成細線の配列は、前記広面積領域の外周に開口を有する間隙部
を挟む配列であることを特徴とする機能性素子の製造方法。
【請求項２】
　前記基板が、疎水性領域と親水性領域とが表面に形成された親疎水パターン基板であり
、
　前記親水性領域は、線状の細線部と、前記細線部の幅より幅広の領域である広面積領域
とを有し、
　前記広面積領域は、前記細線部の幅と同等の幅を有する複数の広面積領域構成細線によ
り構成され、
　前記複数の広面積領域構成細線は、それぞれが連結し、かつ前記細線部とも結合してい
ることを特徴とする請求項１に記載の機能性素子の製造方法。
【請求項３】
　前記機能層形成工程は、導電性材料を含む導電層形成用塗工液を塗布して導電性を有す
る導電層を形成する工程であることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の機能性
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素子の製造方法。
【請求項４】
　前記導電層が、薄膜トランジスタの構成の一部であることを特徴とする請求項３に記載
の機能性素子の製造方法。
【請求項５】
　基板と、
　前記基板上に形成された機能層と、を有する機能性素子であって、
　前記機能層が、線状の細線部と、前記細線部の幅より幅広の領域である広面積領域とを
有し、
　前記広面積領域は、前記細線部の幅と同等の幅を有する複数の広面積領域構成細線によ
り構成され、
　前記複数の広面積領域構成細線は、それぞれが連結し、かつ前記細線部とも結合してお
り、
　前記複数の広面積領域構成細線の配列は、前記広面積領域の外周に開口を有する間隙部
を挟む配列であることを特徴とする機能性素子。
【請求項６】
　前記機能層が、導電性を有する導電層であり、
　前記導電層が、薄膜トランジスタの構成の一部であることを特徴とする請求項５に記載
の機能性素子。
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